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膠 質粒 子 の 生 成及構 遥 並 に
光 學 的 異 方 性
今 堂 健 雄
睡 質 粒 子 の 構 遣 を 論 議 す る に 當 つ て 最 も重 要 な こ と は 聚 合(aggrひ
gatiOP)の默 態,結晶 型 及 形 で あ る。
聚 合 の 欺 態 及 結 晶 型 はX一線 闘 に ょ つ て 研 究 す る こ と が 出 來 る。 是
が 鴆 にDobye-Sche1'rer及IltLllの方 法 は 普 通 にJI】ひ られ る もの で あ ろ.
若 し粒 子 が 結 晶 か ら な り 而 もそ れ 等 か 整 向 〔orientat"}して ゐ な け れ ば
Xr線圖 は は っ き り し乳 澤 山 の 線 と して 表 は れ。整 置 し て 居 れ ば 線 の 代
り に澤 山 の 噌 い 點 と し て 現 は れ る。 若 し粒 子 が 無 定 形 欺(.tmorph"tL:}
で あ れ ば そ のX・線嚠 は 一 様 に 暗 く な る か 叉 は 幅 廣'い帶 と して 現 は れ
る。 金 及 銀 の ゾル の 粒 子 は 結 品 か ら成 り重 金 鯔 と 同 様 の 結 晶 型 を 排
っ.CttO,Vρ5及Fe」叫 の 相 當 古 い ゾ ルの 粒 子 に つ い τ も同 様 の こ と
が 言 へ る.FeCI」を 透 拆 しτ 犯 られ る ゾ ル は 三ヒに 鹽 堰 性 鹽 化 鐵 のX一
隷 圖rを與 へ る.こ の 可 な り 古 い ゾル は 夊geothiteFeO{OII)の斜 方 形 粒
子 を もtrむ。 ・y[,Oa,ZrOr.M;OLi等の 新 し く作 つ 九 ゾ ル 又 は 硫 黄,it・tgs
わ
の 膠 質 溶液 は 無 定 形 ゾル のX一線 圖 を典 へ る。
ゆ
聚 合 の 欺 態 に 就 て 結 晶 叉 は 無 定 形 の 區 別 の み で は 不 充 分 でFriedet
か][c・oniorphou=と名 什 け ナニ默 態 を も考 へ な げ れ ば な らぬ。 斯 謂 液 品
{C】・yミt:LlliIieli・:lnid}は最 も よ く知 られ て ゐ る)[esomorphoies歌態 の も0)N
一 例 で あ る。 分 子 は 明 らか に 一 方 の 方 向 に 引 き 伸 ば され ナニ形 を して
居 り そ の 軸 か 例 へ ば 中 央 の 軸 の 回 り に 對 稱 的 に 列 び 各 分 子 の 位 置
に は 無 關 係 に モ れ 等 の 軸 が 中 央 の 軸 に 李 行 で あ る.叉 は 個 々 の 分 子
一(紹 介)一
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は 薄 い 層 の 形 を して 居 り それ 等 が そ れ ら の 位 置 の 如 何 に 拘 らす 軸 が
不 行 に 暦 爿IIに殯 み 重 な る。 こ の 種 の ゾ ル は 分 子.111互の 閊 隔 か 一 定 し
て ゐ な い か ら結 晶 質 の ゾ ル の 如 く そ のX一線 圖 に は つ.き り した 線 は 現
は れ て 來 な い。 光 學 的 の 方 法 に よ れ ば][esomorpnous相を 他 の 聚 合 の
駅 態 か ら大 體 區 別 う'るこ とが 出 來 そ。 石 鹸,lecitltin,Salvarさ=ltl及merCiui-
5しUbミ麟oylic:」ei己の 溶 液 は そ れ 等 の 拉 子 か 丁 度mesomorphousの歌 態 に
の
あ る脛 質 溶 液 で あ る。
X一線に よつ て は粒 子 の形 を 知 る こ と出來 な い け れ ど も或 揚 合 に は
是 を 光學 的 に知 る 二 とが 出來 る。 光學 的 方 法 に よつ て粒 子 は 球 形 で
あ るか 非 球形 で あ るか を き め6こ とか 出來 る。 是 等 二 種 の粒 子 は 是
を 限 外顯 微 鏡 で観 測 す れ ば そ九 篳 か らの 回 折 光 線 の:模様 が異 つて ゐ
る.球 形 の 粒 子 は 時 間 的 に一 様 な輝 きを しτ ゐ るが 巽球 形{例へ ば棒
脚 の もの は き ら き ら明 減 す る輝 き所 謂Scil仙lttiOllを現 出 す る.
隈 外顯 徴鏡 で は 細 長 い拉 子 力1顯徴 鏡 の:觀測 面 内に贋 は り面 も粒 子







圖Lの 如 くELY=f一の 長 いJ1向 に 罕 方 に 光 が あ ノニる と き,又は 粒 子 の 長 い
方 向 が 觀 測 面 に 直 角 に あ る と き に は 是iy認 の 得 られ な い。 粒 子 は
Brotcniw蓮動 を して ゐ る か ら非 球 形 粒 子 の 揚 合 に は 明 滅 す る輝 き を
一(耜 介)一
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見 る。
Curdioid隈外 纈 徹 鏡 に 或 隔 壁 を 裝 置 し て こ の 効 果 を 強 め る こ とが
つ
出 來 る。$iedentopfは19091f・にAzimuthdiapltraul(:、zhllutわ!eude}を考 案
の
して 顯 微 鏡 の 揚 合 に 使 川 し枇。 後1923年 にSzegv町1は始 め て 是 を 限
外 顯 徴 鏡 に 装 置 して 効 果 を 收 め ナニ。Azimuthdiap]u'iimを使 川 す れ ば 非
コ
球 形 粒 子 に つ い て 前 に 逋 べt:如 きSci滅Ha飾11の.現亀Seよ く見 る こ と
が 出 來 る。Slit限 外緬 微 鏡 で は 常 に 光 を 一 定 の 方 向 か ら投 射 し,その
方 向 は 不 變 で あ る。 是 に 反 しcar{lioid限外 顯 微 鏡 で は 光 は 凡 て の 方
向 か ら射 入 す る。Azliniithdiapln"aTnは一 種 の 可 動 ス リ ヅ ト隔 壁 で 是 を
C:trrlieidcondcnserに砦ミ置 す れ ば 光 を 任 意 の 方 向 か ら逾 る こ とが 田 來 ろ,
第 二 圓 は そ の 縦 断 面 を 示 す。 氏 はcavdloidconden5erでBはAzimuth








轉 し得,從て ス リ ッ トの 位 置 を 任 意 に き め る
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つ て 任 意 に そ の 大 き さ を 加 減 すOこ とか 出 來 る.第 三iM.lzimttth
diaphr{m1の斷 面 を 示 す。 捧 歌 位 子 の ゾル の 揚 介 に この 隔 壁 を 用 ひ れ
ば 臼lit限.外顯 微 鏡 を 川 ひ る よ り更 に 明of,!に薯凾1もi甑ti励を 見 る こ とが
;ISる.。ゲ ル の 揚 合 に は 粒 子 は 蓮 動 しな い か ら この 明 減 は 見 られ な
いゆ
非 球 形 粒 子 は そ のyく は 結 晶 質 かmcニ.omurphuu=のも で あ る。 若
し そzcit細長 い もの で あ れ ば 一 般 に 重 屈 折 性 を 示 すepnnT..uuliに鳩 す、
是 箏 粒 子.が不 規 律 に 入 り亂 れ て 居 れ ば 結 局 こ の 光 學 的 異 方 性 は 現 は
れ な い。 若 し こ の ゾ ル を 一 つ の 方 向 に 流 動 せ しめ れ ば そ の 粘 性 及 殫
第 四 圏 性 の 蔦 に竝 子 は 一 方 向
にorients*.cし明 らか1二
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四 啣。 李 行 壁 の 讐 の1.1iにこの 種 ゾル を 流
し.て交 叉XiCDIで観測 す れ ば 重屈 折 性 を
認 め,軸は 流 れ の 方 向 に あ る.丁 度 軍軸 結
晶 を その軸 に}ド行 に剥 いだ 薄 腎 と同 様 の
わ
性 質 を示 す.
この 重 屈 折 か ら腥 質粒 子 の形 を訣 定 し
きコ
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圓 筒 に 入 れ こ の 圓 筒 を 軸 の 回 り に 回 轉
しτ 是 を 軸 の 方 向 に 交 叉Tialで 親 測
しナニ。 重 屈 折 性 を 示 す ゾ ル の 位 子 は ほ'
r同 じ 圓默 にorientateし・ その 詰 巣 交
叉IIIPI♪1でlliiい交 叉 縞 を 認 め る{第六 囲1。P
、㌔(㌔ゾ ル の 揚 合 に 最 も よ く是 が 現 は れ
る。
非 球 形 粒 子 の ゾ ル のTyud蚶効 果 は 又
言1:/{LfiJiし二よつF〔景彡響 さllる.イ 可 と な 堵しtz
荊 に邇 ベ ナニ姻 く粒 子 か ら回折 して 来 る光の 量 は粒 子 の 軸 が 投射 光の
方 向 に對 す る位 趾 に よつ て 燮 るか らで あ る。Tynd浦効 果 の變 化 か ら
粒 子 が一 方 向にf巾ぴt;形即 棒 或 は 針Sl,tt;るか,夂は 二 方 向 に餓 が つt;
ゆ
形 即 板 舩 な る か を 匳 別 し得 らilる。 光 の 波 長 よ り も小 さ く直 徑ll)一7
-10『4cin穏度 の 粒 子 に な れ ば 光 を 反 射 す る こ と殆 ん ど な く只 光 をliil
折 す る の み で あ る。 この 回 折 光 線 は 一 定 の 方 向 に 偏 光 して ゐ る、
最 近1弧 置9(rh,FtU'nte,Levl⊃及Lai)gcは靜 止 朕 態 に 於 て こ のTynflalt-ttの
偏 光 の 模 様 か ら位 子 が 球 形 な る か 非 球 形 な る か を 決 定 す る方 法 を 案
りひ
出 し土,
腥 質溶 液 の屈 折 を計 算 か ら來 る拉 テ 及溶 媒 の 短 折 及 吸收 の 量 と比
較 して 大{躍粒 子 の 形 を きめ得 られ る.例 へ ばIVietierの理 踰 に從 て屈
折 李 馬の 非 常 に 小 さい粒 子 と屈折 卒.}'コの媒 液 とか らな る組 織 の 屈折
は次 の式 で輿 へ られ る.
コロ リ を り
課;葺一φ窮 睾
,,が腸 質 溶 液 即 況 合 物 の 堀 折 率
一一(耜 介)一
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(lgs) (今堂建堆)膠 質粒子の生聡及鷹造並に光學的m方性
φ:比 溶 積 に して φ、十φ」=1の 關 係 あ り
lt:粒子 の 形 に ㈱ す る 因子.
重 屈 折 の.大 き.さは,lt一,らを 以 て 表 は さ れ,この 価 が 正 で あ れ ば ゾ ル は
正 結 晶 性 を示 し,これ か 負 で あttば 員結 品 性 を 示 す.例 へ ば 棒 歌 粒 子
の 揚 合 に.はそ の 重 屈 折 は 次 式 で 與 へ られ
・ぜ一,ボ「 雌 窟 織,
正 垂 屈 折 で あ り,ゾル は 正結 晶性 を 呈 す。 是 に反 し板 牀 泣 干 の ヅ ル は
にラ
員 重 屈 折 で あ る。 球 形 粒 子 の ゾル は 光 學 的 異 方 性 を 示 さ ない。
ロり
側 筒 夊 は 棒 状 重 展 折 〔正)
例=V,・QE・beUZopurptu'ine,woll職macld・rnercuristtlfbsalieylicacid・soap・
b跚 皿wol1.relb,chry・iophe,nine及其 他 或 種 の 色 素 の ゾ ル。
鷹 叉 は 板 歌 重 屈 折 慣}
例:gr群pL{telFeCOI.r)s(古い も の),Al`O:L,CuO等の ゾ ル.
球 形 粒 子
例t金.、銀.自 金JAユtOI妬nla孟tiL硫黄.gelfitine等の ゾ ル 及ZrOg,CeO,,,
TIO,・の 新 し い ゾ ル 。
こ の う ち"'olframaeid,gnphiteにつ い て は 今 日 ま で の 處 重 燻 折 性 を 見
出 さ れ て ゐ な い.
或 揚 合 に は 夏 に 特 殊 な 現 象 が 粒 子 の 形 を き め る 一 助 と な る。 非 球
ロリ
形 位 子 の 濃 い ゾル に 於 て は 粒 子 は 雲 歌 に 集 ま る 傾 向 か あ る。 丶05ヌ
はbenzeq}urpuriiieの膠 質 溶 液 の 如 く針 妝 粒 子 の ゾ ル に 於 て は 粒 子 は 陷
歌 に 集 ま る。Azbuuth{]iaplu'nmを裝 置 した 限 外 顯 微 鏡 を 用 ひ て 是 を 見
れ ば この 群 團 の 中 で 粒 子 は 互 に ユド行 に・配 列 さ オ「tて居 り同 時 に そ れ 等
0)Bmw画5m逮動 の 践 に 弱 いS。in田虹iα4を 現 は す。 か く ゾル が 靜 止 歌
一(翻 介〕一
否.
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曳今敬健雄、 膠質撞子の生成及構造並に光箪的異方性 ll99)
態 に あ る と き に て も諍 止 は 規 期 正 し くorietltateして 居 る か ら,これ 等
じむ
群 園は 又 偏 光瀬 微 鏡 で 認 め る こ とが萬 來 る。 若 し粒 子 か酸1ヒ戴 の 古
い ゾル の揚 合 の如 く板 歌 を な して居 れ ば 渠 つ て 親 則 正 しい夲 行 唐 を
な しそれ か ら反 射 して 來'る光 は 干 渉 の結 果 奇 麗 な隷 色 で あ る。
非球 形 の粒 子 は 郢 に 不 正 規 結 驫 夂 はme50nlorpho塒欺 態 の ものSみ
で は な い。 粒 子 の形 と光學 的性 質 夊 は集 合 の 歌 態 との 間 の 關 係 は上
の 如 く簡 單 には解 決 され な い。・粒:子は正 規 結 晶 か ら成 り,それ 自身 に
て は重 屈 折性 を 示 さ な い もの もその ソールは 重 屈 折 性 を示 す もの が あ
でめ
る。Bj6mミ亡紬 且は 金 及 銀 の ゾ ルtまそ の 拉 子 が 正 現 結 晶 で あ る に 拘 らす
ヤハ
明 らか に重 屈 折 性 を示 し,clichn〕iynを呈 す るの を見Hiしナニ。Ambmlm
[3二枚 の硝 子板 の 聞 の 狹 い 聞 隙 に あ る金 及 銀 の胆 質 は 重 屈 折 及
dichm塾mを示 す の 々 認 めナニ,叉 是等 の ゾル で染 め九 繊維 も亦 光 學 的
異 方 但iを呈 す る。 是等 ゾル の粒 子 は 正規 縞 晶 か らな る もの で あ る け
れ ど もその 正 規 結 晶 が或 方 向 に の み 長 く成 長 し棒 状 の形 となつ て繊
維 に 吸苔 されて ゐ る と考 へ られ る.こ の揚 合 に粒 子 自身 は 光學 的 異
方 性 の もの では な く從 て ゾルの 重 屈折.性は粒:予の結 品 型 か ら来 るの
で は な く粒 子 が 非球 形 で あ る爲 に起 るの で あ る。 か 」 る揚 合 に何 故
粒 子 は 不規 則 な形〔例 へば棒 歌}にな るか 不 明 な る も只 結 晶 成 生 の速 度




次 に 膠 質 拉 子 の 成 生 に就 い て 述 べ る。Htiberの読 に ょ れ ば 粒 子 成
塩 の 遖 度 に 影 響 す る 囚 子 は 集 合 の 淞 態 從 て 叉 結 畆 型 並 に 形 を 決 定 す
る。 そ れ に はgrouphigvel,reityとoriehtatienvel〔)eityとの 針 立 を 考 へ る
と都 合 か よ い。 沈L92戒生 の 時 間 が 非 常 に短 か け れ ば 分 子 はorlLmtate
す る 鍛 羅 な く・不 規 則 な 歌 態 に 止 ま り從 て 沈 澱 はaniorpliousであ る。 是
一(緒 介)一
'
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に反 し.沈.澱.成生 に長 い時 間 を要 す る もの は定 まつ 九〇rient醐onか行 は
れ そ の結 果 粒 子 は結 晶 とな る。 例 へ ば ム1:0sの膠 質 溶 液 につ いて 見
ねコ ぬラ
れ ば明 瞭 で あ る.Wiu洳e亡terの方 法 に よっ てAl,O,の沸 膰 溶 液 をNH3
の 溶 液 に注 ぎ,その 混 合液 を熱 し出來 たAj,〈OH},の沈 澱 を洗 ぴ 是 を稀
薄 鹽酸 でpeptiヨeする。 この 方 法 で 作 つ ナこ膠 質 溶 液 は それ に電 解 質 を
加 へ て も重 属折 性 を示 さな い。 この 揚 合 には 成 生の 時 間 が短 い爲 に
粒 子 は結 晶 質 の 構 造 を持 つ に至 らな い。.處がCrLUIIの方 法 に從 てf#
つt;N!Osゾル は そ れ か充 分濃 厚 で あ るか夊 は そ の稀 薄 ゾル に篭解
質 を 加 へ るか す 才～ば 明 らか に 璽 屈折 性 を 示 す,こ の ゾルは 非 常.に綾
幔 に粒 子 が戒 生 し,酢酸 アル1ニ ウ ムを 加 水 分解 す るに6-8週 聞 を 要
すeかsる 揚 合 に は.orien亡atiollveloeityは9rOIlpingvelocityより遞 か に
優 つ て 居 り,相・當 長 い結 晶 粒 子 が 出來 上 る。
上 の事 實 は 結 品成 生の 速 度 か充 分 小 さ い と きに の み認 め得 られ る.
の で,そ れか 非 常 に大 きい とき には 出 楽 る限 り急 逑.に沈 澱 せ しめ て
も位 子 は 結 晶 質 と.なる。 金及 銀等 の金 屬 の 腸 質 溶 液 か それ で あ る。
これ 等 の ゾルの 粒 子 は その結 晶成 生 の逑 度 が 大 き いか ら結 品 重 金屬
と同様 のX一線 圖 を 示 す。 然 し乍 ら非常 に稀 薄 な溶 液 で非 常 に急 逑 にユコ
沈 澱 させ る ご と に よ つ てB〕g`Umd)',Boehm及Polan)Ti等はttlnerphotusX一
線 鬪 を 示 す 銀 の.沈澱 を 作 る こ.とに 成 功 した,高 度 の 眞 筌 中 で 而 も液
盟 室 氣 の 温 度 で 銀 及napht]udeneのmoleCtilurbeainsを衝 突 さ せ 銀 及
n垂Lphthalene.の.混合 物 を 造 る、 この 際naphi:haleneに溶1ナナニ剩 餘 の 銀 粉
はtLnioTPho]loX.線圖 を 呈 す。 そ の.銀を 水 浴 上 で 熱 す れ ば 銀 の 粉 は 漸 次
成 長 し緒 晶 と.なる。 銀 原 子 の 結 晶 成 生 の 迚 度 は 非 常 に 大 さ い け れ ど
も かNる 條 件 の 下 に は9mnph喀ve1㏄iむyの方 が 夏 に 大 き く な る。
是 に 反 し結 晶 成 生 の 蓮 度 が 非 常 に 小 さ け れ ば 如 何 に 沈 澱 を 緩 慢 に
一(紹 《ト)一
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作 る糠.に して も粒:子はfimiorpheagとな る。CeObZrO.,,ThO2等.の膠 質 溶
液 は その 例 で あ る.
粒 子 成 生 後 に 受 け る膠 質 粒:子の 變1匕は1攵ゾ ル の 性 能 を 著 し く變 化
さ せ る。 例 へ ば 新 し く作 つt:VLiOsゾル は 流 動 の 際 僅 か に よ りnrielltate
せ す 從 て 重 屈 折 を 始 ん ど示 さ な い,その ゾル を 長 く放 置 して 置 け ば 粒
ぷ ラ
子 は 戊 長 して よ く重 屈 折 性 を 示 す 様 に な ろ。 ゾ ～ンが 古 け れ ば 古 い ほ
ど この 性 能 が 著 し くな る.こ の 變 化 に對 し電 解 質 は 著 しい 影 響 を 與
へ な い け れ ど も砒 酸 等 の 物 質 の 少 量 か あ れ ば こ の 成 艮 は 緩 慢 と な る。
是 はvAの 粒 子 の 表 面 に 砒 酸 が 吸 芦 さ れ 普 通 よ く知 られ て ゐ る如 く'
こ の 不 純 物 の 爲 に 結 贔 戒 生 の 速 度 か 箸 し く綏 慢 と な る.
この 外 この 蠻 化 は 結 晶 に ょ つ て で は な く凝 固 に ょ つ て 起 る こ と も
あ る。=V。03及be]rzop'urPlurineのゾル は そ の 例 で あ る。Crumの 方 法 で
作 つt二 越03の 稀 薄 ゾ ル は 重 屈 折 性 を 呈 し な い り れ ど も 二れ に 電 解
質 を 加 へbと 重 屈 折 性 が 現 は れ て 來 る。 この 事 は 夊bc・iuopurvui'ineの
ねラ
ゾ.ル に っ い て も あ て は ま る。
n.terci:cri.ulfosali〔tylicaeidは張 く 重 屈 折 性 を 示 す ゾ ル の 第 三 態 と も 稱
す べ き で あ6.h)/drehoblcで は な.く 丁 度McBainか 膠 舩 電.解 質 と 名 付
ロ
け 九 種類 の膠 質 に 旙 す る様 で あ る。 酸 の 一 部 は 普 通 の溶 液 の 如 く他
の 一 部 は 麗質 の性 質 を 持 つ た複 雜 な形 をな す,この 酸 の 重屈 折 の量 は
主 に 膠 質 の 量 に 關 係 す るの で,温度 か 嵩 くな れ ば 膠 質 は 少.くな り從 て
重 屈 折 は 減 少 す るい 温 度 が 低 くなれ ば 膠 質 を 塘 し從 て重:屈折 は培 加
す る.
種 々の 物質.はその結 晶 を 崩 壌 し拉 末 化す れ ば 澎 次 是 を膠 賀 默態 に
ユ　ラ
導 く こ とが 出 來 るtttXYeimarnは1911年以 來 この 考 を 主 唱 し來 つ た,
めう
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その 微結 晶 を 機 械 的 に粉 碎 しその 脱 水 曲線 及X一線 圖 を しらべ ナニ,粉
碎 して 位 子 が 小 さ くな り即 分 散 度 高 ま るに依 つ て,その股 水 曲線 は 漸
次 準滑 とな り化 墜 的 の 結 合 水 は結 合 力 が 弱 くな り漸 次 物 瑚 的 吸 耨 水
に變 化 す る を示 す。 反 そのX一 線 圖 よ り位 子 が 小 さ くな るに從 ひ
FqOs.3正趣0はFe!03に變 暹 し更 に分 徹 度 を高 め れば 干 渉縞`よ全 くな く
な る,越0謁 耳0の 楊 合 に は潛 次 干 渉縞 は薄 くな り邃 に 溝 え去 る,即
轄 晶 を 機 械 的 に小 さ く壞 き分 散 度 を高 め る に 從 ひ拉 子 は漸 次 膠 質 歌
の もの とな り違 に は液 媼 歌 の もの とな る。
'
既 に 述 べ た 如 く特 殊 な 膠 質XJ,Os,bettzoPurPurine,FaOIIJ,等の ゾ ル は
そ れ が 靜 止 の 歌 態 に あ る と き 既 に 光 學 的 異 方 性 を 持 っ。 狹 い 間 隙 に
瀟 され 牝 金 丑 は 銀 の ゾ ル3くは それ 等 の ゾ ル に て 染 めf二繊 維 は 光 學 的
異 方 性 を 示 す.Vρ5,benzoPurPur三ne其の 他 多 くの 非 球 形 粒 子 の ソ'ルは
まゆ
流 動 に よ つ て 夊 回 轉 に よつ て 著 し く光 累 的 異 方 性 を 呈 す.Kruytは
電 氣 泳 動(catop}]nl'韜i≒)によつ て 粒 子 が 移 動 す る際 に 起 る 光 學 的 異 方 性
を 研 究 し?二、 」叉多 くの 色 素 は 是 を 一 方 向 に 摩 擦 して 光 肇 的 異 方 性 を
の
現 は す の で,7neher及Jncobyはカ・く して 多 数 の 色 素 に つ い て そ の 重 屈
折 並 にdichroismを槻 測 し't二。 この 外 特 殊 の 腥 質 は 是 を 磁 揚 に 置 き又
電 揚 に 置 く こ と に よ つ τ 或 は 是 に 偏 光 瑜 作 用 させ る こ と に よつ て 粒
子 はnrientateし從 て 光 擧 的 異 方 性 を 示 す に 至 る。
Majoraaa及Ke叮は"FerBTt.Lvals"の溶 液 を 磁 揚 に お く と,二の 溶 液 が
きラ コラ
重 屈 折 性 を 持 つ 樣 に な る こ と を 見 畠 し た,Se1ロna瞭,eotton及}!outen
等 ば 更 に この 事 實 を 確 め,是は 恐 ら く 特 殊 膠 質 の 特 性 で あ り粒 子 のぬコ
orielltatiellによ つ.て 起 る と 考 へf;e後DiesgelhOrst,]ireimdlichJx'Le,)nl"Lrdt.
ヨゆ
はVto"の ゾ ル に つ い て 同 樣 の 効 果 を 見 ナニ。Bj6rr[st呉lilは金 の 腮 質 に
一 〔紹 介)一
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つ い て 磁 揚 の 効 朱 を 定 量 的 に 研 究 した。 約20)00解匸鵬 の 磁 場 に 金 の
ゾ ル を 置 き 是 を 交 叉nicolにcompm繍erを裝 置 して 親 測 す る。Xiool
pri:lnsの主 面{3磁 場 の 力 線 の 方 向 と45。を な す 様 に 裝 置 す ゐ.か く し
て 彼 は 金 の ゾル に つ き 重.屈折 性 及diehToi/fmを測 定 し粒 子 の 大 き さ と
の 賜 の 關 係 を も 見 ・t;。膿 質 に 及 ぼ す 電 揚 のi#Alにつ い て はD藤5el一
け コ
horit,FrCUiidllch及1・α川lmrtlt等か 始 め て19ユ5年 にxrL,05の ゾ ル に つ い
ユラ
て 見 鵠 し 鴬。 後1二er餐hu【m及Bjδrn輙hlがV:Os及金 の 外 に 銀 の ゾ ル に
っ い て も是 等 を 交 流 電 揚 に お い て 重 屈 折 性 並 にdichroigmを現 は す の
を 見 たcそ の 結 果V竺05ゾ ル の 重 屈 折 は 正 で 流 動 の 揚 合 と一 致 して 居
る。 金 の ゾ ル の 重 屈 折 は 資 に 現 は れ る.
特 殊 な 膣 質 は 是 を 直 線 偏 光 に 曝 す こ とに よ つ て 光 畢 的 異 方 性 を 示
まり
す に 至 る。 こ の 現 象 は1919年 にWeigertカて光一鹽 化 銀 に つ い て 兄 出 し
九 の でWeiger亡効 果 と稱 せ ら る。
　 ラ あゆ
この 効果 は 銀,水銀 臭 化銅 の 旺鑒質 に も見 られ るの で あ る。 夊 多 くの
轟5)
色 素 殊 にspectrunlの隷 の 遯 に 吸 收 帶 を 有 す る 色 素 は こ の 効 果 を 示 す
コの
の で あ る。 この 効 果 は 直 線 偏光 に隈 らす 圓 偏 光 に よ つて も起 し得 る
の で 圓 重 屈 折 性 並 圓 グ4ク ロ ィ ゾムを 生す。
以 上 は主 に膠 質 につ いて の 光 學的 異 方 性 な る も,この 光學 的 異 方 怪
ド コ
は 液{澄,溶液 に つ い て も起 り 得6の.でt1915年STorlttnder及Walterは流
動 の 際 起 る 重 屈 折 性 を 多 くの 液 體,溶液 に つ い て 観 測 し江。1{aipall及
のラ
Krl」LnとUlはこの 現 象 は 分 子 の 形 に 隅 係 す る もの で あ つ て 非 球 形 の 分
子 がerienteする 結 果 起 る もの と考 へ 是 を 理 論 的 に 考 察 しナニ.
一(紹 介)一
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